
再開発地区に指定された駅前商業地域内の高層集合住宅における騒音などの実測調査と住民意識アンケート調査 

住民主体の住環境改善活動の促進を目的とした自治会・町会との共同実測と住民意識に関する研究 その３ 
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図１ 自治会地区と周辺状況 図２ 周辺地区断面図
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図３ ラムザ自治会と周辺地区の理想の将来像 
(複数回答可とし、その中から「特に強く思うこと」を 1 つ選択) 

１．はじめに 

 本研究は、対象地区の選定と概要、情報の共有・提供方法に

ついてと、自治会住民を対象とした第 1 回アンケート調査、路

上駐車調査、騒音実測調査の結果を報告する。 
２．対象地区の選定と概要 

 対象地区の選定にあたり、埼玉県、東京都において自治会・

町会名簿を入手することのできた、さいたま市緑区・桜区・北

区、戸田市、坂戸市、三郷市、上尾市、鳩ヶ谷市、草加市、和

光市、春日部市、八潮市、川口市、東京都足立区・練馬区の計

2138 の自治会・町会に対し本研究の概要書を郵送した結果、

62 の自治会・町会から資料郵送の請求があった。この自治会・

町会に詳しい資料と応募用紙を郵送した結果、19 の自治会・

町会からの応募があった。応募用紙をもとに電話によるヒアリ

ング調査・現地視察を行い、その中でも住環境改善意欲が特に

高い、さいたま市のラムザ自治会を対象地区に決定した。 

 図１に同自治会地区と周辺状況を、図２に周辺地区断面図を

示す。同地区は JR 武蔵浦和駅前の商業地域内に位置し、同自

治会はA・B・C の 3 棟の内、A 棟のラムザタワーに居住する

世帯と各事業者の代表者(管理者)で組織されている。A 棟は地

下 1 階・地上 27 階で、住宅・事務所・店舗の複合住宅であり、

9 階～27 階が住居専用階となっている。世帯数は 326 世帯、

住民の自治会加入率は 100%である。なお、B 棟は地下 1 階・

地上 7 階建の事業棟で、C 棟は地下 1 階・地上 2 階建の駐輪

場である。 
 同地区周辺の特徴としては、再開発地区に指定されており、

環境が大きく変化しつつあることが挙げられる。交通量の多い

田島通りに面していることから、特に土日・祝日は渋滞が発生

しやすく、それに伴う地区周辺道路への通り抜けが懸念されて

いる。さらに、05 年 11 月初旬、周辺に新たなショッピングセ

ンターがオープンしたため、今後より一層の路上駐車や、渋滞

による騒音も深刻な問題になりかねない。 
同自治会会長は本研究に参加する際、主に中心となって活動

を進める「ロハス倶楽部」を発足させた。環境の変化に危機感

を抱いている彼らは、自らの住環境について改めて見直そうと

少しずつ立ち上がり始めている。そういった点で住民の主体的

な活動をサポートするという研究目的の達成が期待できた。な

お、住環境調査に参加した住民はそこから経験を積み、手法を

学び、再開発後に再度自分たちの手で実測調査を行い、その結

果と再開発前の現状を比較したいという考えをもっている。 
３．情報の共有・提供方法 

 住環境調査を進めるにあたり、同自治会会長は、第 1 回話し

合い後に、学生を含め役員間で連絡がとりやすいようにメーリ

ングリストを作成した。加えて、作成した資料の閲覧・改善を

目的としてインターネット上にサーバを開設したことで、住民

と学生がいつでも最新の情報を共有できるようになった。 
 また、実測調査の参加募集や結果報告などを記事にした「住

環境新聞」を計 4 回発行し、ラムザタワー1 階の集合ポストを

通じて全世帯に住民と共同で配布した。新聞という馴染みの深

い媒体を通じて情報を提供することで、住環境について住民の

意識・関心を高めることを目的とした。また、随時実測調査の

告知や参加を募る文書をエレベーター内に掲示することで、住

民に実測調査への参加を促した。 
４．第1回アンケート調査 

 05 年 9 月 29 日（木）に住まい周辺の住環境を把握するため

に、同自治会の全 326 世帯を対象に第 1 回アンケート調査を

実施した。アンケート項目は住まい周辺の住環境に対する意識

や自治会地区の理想の将来像を問う内容で構成した。回収数は

168 票(回収率 51.5%)であった。 
 図３に同自治会と周辺地区の理想の将来像を複数回答可と

して聞いた結果を示す。その際、「特に強く思うこと」を別途

聞いた。「違法駐輪がなくなってほしい:75%」「図書館などの

公共施設ができてほしい:71%」「路上駐車がなくなってほし
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本研究は、科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「実測調査に基づく住

民主導の地区住環境づくりのための支援システムの構築」（研究代表

者：三浦昌生）によるものである。 

い:65%」「街路樹が多くなってほしい:62%」などの項目が上位

を占めた。この結果から、地区の特色を客観的な視点で見るこ

とが可能となり、住民が問題視している住環境の項目が明確に

なった。同自治会との話し合いを経て、代表者の要望を取り入

れた上で、住環境調査項目を路上駐車調査・車両交通量調査・

騒音実測調査・夜間照度実測調査・二酸化窒素濃度実測調査の

5 つに決定した。 
５．実測調査 

５－１．路上駐車調査 

 05 年 11 月 6 日（日）9:00～20:00 に同地区周辺において住

民と共同で路上駐車調査を実施した。住環境新聞やエレベータ

ー内の掲示告知、自治会長の呼びかけにより、当日の調査には

8 名の住民が参加した。調査は、30 分おきに調査範囲を巡回

し、計 23 回路上駐車車両の位置と車種を記録用紙に記入して

いく方法をとった。 
 同地区は駅前商業地域内に立地しているということもあり、

路上駐車は以前から深刻な問題のひとつとなっていた。 
 図４に 1 日の路上駐車台数の推移を示す。調査の結果、乗用

車・貨物車の合計駐車台数の最も多い時間帯は15時で20台(乗
用車:17 台、貨物車:3 台)となった。また、調査範囲には駐車禁

止の標識があるにもかかわらず、調査中路上駐車が途切れるこ

とはなかった。しかし、30 分以上同じ場所に駐車している車

両は稀で、人の乗り降りや荷物の積み下ろしのために短時間停

止している車両が多いことがわかった。 
５－２．騒音実測調査 

 05 年 11 月 20 日（日）13:00～17:00 に同地区内において住

民と共同で騒音実測調査を実施した。住環境新聞やエレベータ

ー内の掲示告知、自治会長の呼びかけにより、当日の調査には

9 名の住民が参加した。屋上(東・西・南)、25 階西、24 階西、

22 階東、18 階(東・西)、12 階南、9 階南、8 階(東・西・南)、
1階(西・南)計15地点において15分間の等価騒音レベル(LAeq)、
騒音レベルの最大値(LAmax)、時間率騒音レベル(L5・L10・L50・

L90・L95)を計測した。また、当日は 9:00～20:00 まで 26 階東・

12 階西・11 階南の 3 地点において定点計測を行った。 
 同地区はJR武蔵浦和駅の半径200m以内に位置しているた

め、新幹線鉄道騒音にかかわる環境基準が指定されており、

6:00～24:00 の環境基準は 75dB である。JR 埼京線、武蔵野

線、東北・上越新幹線が通過するため、住民の鉄道騒音に対す

る意識は高く、交通量の多い田島通りに面していることもあり、

自動車による騒音への関心も高い。 
 図５に方角別の各階における等価騒音レベルを示す。実測の

結果、JR 武蔵浦和駅に面している東側の騒音レベルが全体的 

 
 
 
 
 
に高いことがわかった。

また、同地区の南側に位

置する噴水の音の影響

により、1 階南は 62dB
と西に比べて高い結果

となった。階数別で騒音

レベルに注目すると、各

方角で高層階ほど値が

低くなる傾向にある。こ

れは、図２より JR 武蔵

浦和駅がラムザタワー

A 棟の 3 階(事業部)と同

程度の高さにあること

から、音のエネルギーが

距離減衰して伝わった

ためだと考えられる。さ

らに東側で 18 階の値が

8階の値を上回っている

ことに関しては、A 棟と

JR 武蔵浦和駅の間の B
棟が 8 階建であること

が影響していると推測

できる。なお、すべての

実測地点において、75dB に達する値は計測されなかった。 
 また、騒音実測調査終了後に実施したアンケート調査の結果

から、住民の騒音に対する意識の変化を確認することができた。

表１に騒音実測調査後のアンケート結果を示す。ここでは、実

際に計測された値と日頃感じているイメージとの違いを挙げ

る住民が多い中で、現状を把握することはこれから街づくりを

していく中で重要であるという前向きな意見も寄せられた。 
６．まとめ 

本研究を通して、駅前商業地域内という立地条件が同地区

の住環境の要素に深く関連していることが確認できた。路上駐

車に関しては、30 分に満たない停止をする車両が大半を占め

ていた。自治会独自の呼びかけや警察の取り締まりを定期的に

行うことが改善策のひとつと考えられる。騒音に関しては、等

価騒音レベルをみると環境基準を満たす結果となったが、住民

から「鉄道音は突発的な音がうるさい」という声も寄せられて

おり、目をそらすわけにはいかない。いずれにしても再開発後

に事態の悪化が懸念される。しかし、ロハス倶楽部を中心に今

後の活動のリーダーになりうる人材は確認できた。彼らを中心

に再度住環境調査を実施し、その調査結果をもとに次の対策を

練ることで同自治会の方向性が明確になり、個人の自発的な活

動、さらには地区全体の意識改革に繋がっていくと考えられる。 

 

・以前から電車（JR埼京線・武蔵野線・新幹線）の音がどれくらい 
 か知りたかったので良かった。 
・東・西・南での騒音の値の違いが、数値化することでより明確にな 
 った。 
・きちんとしたデータを出すことは、これから街づくりをしていく中 
で大切なことだと思う。 

表 1 騒音実測調査後のアンケート結果(抜粋) 
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